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正誤
表No.

ページ 箇所 or 行 誤 正 備　考 摘　要 紙図書反映状況

1 正誤表 1 184
表-4.2.7
のﾀｲﾄﾙ

・・・判定の目安例・・・ （略）対策区分の目安例 判定→対策区分 2021年2月 第2刷で修正

2 正誤表 2 184
表-4.2.7
の右上欄

判定区分 対策区分 判定→対策区分 2021年2月 第2刷で修正

3 正誤表 3 190
表-4.2.11
の左上欄

判定区分 対策区分 判定区分→対策区分 2021年2月 第2刷で修正

4 正誤表 4 205 5行目 ただし，これらの判定区分は・・・ ただし，これらの対策区分は・・・ 判定区分→対策区分 2021年2月 第2刷で修正

5 正誤表 5 付-33
11行目
12行目

・・・大規模はく落部分については，事前にポリマー
（不要な改行）
セメントモルタルにて断面修復を行った。・・・

・・・大規模はく落部分については，事前にポリマーセ
メントモルタルにて断面修復を行った。・・・

不要な改行を修正 2021年2月 第2刷で修正

6 正誤表 6 付-49 (3)

①	無筋コンクリート区間については，ひび割れ幅が3
㎜以上のひび割れを対象にひび割れ注入工を実施し
た。
②	うき・はく離が生じている箇所で断面修復ならびに
当て板工を施工する箇所は，下地処理として0.5㎜以
上のひび割れに対しひび割れ注入工を実施した。ひ
び割れ部は乾燥していたことから，注入材はエポキシ
樹脂を採用した。

①	うき・はく離が生じている箇所で断面修復ならびに
当て板工を施工する箇所は，下地処理として0.5㎜以
上のひび割れに対しひび割れ注入工を実施した。ひ
び割れ部は乾燥していたことから，注入材はエポキシ
樹脂を採用した。

①の事例は適用が無
かったため削除

2021年2月 第2刷で修正
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7 正誤表 7 402
図-8.2.5

変状展開図の
凡例の一例

修正箇所を赤字で示
す。
また「補修箇所（その
他）」の並びを変更して
いる。

2024年8月 第3刷で修正

8 正誤表 8 296

図-7.3.2③
覆工材の劣化

２
(鋼材腐食)
変状面積A

～0.1m2程度 ～1m2程度 0.1→1 2021年7月 第2刷で修正

9 正誤表 9 296

図-7.3.2②覆工
材の劣化１

アーチ・側壁
1～4m2程度
形鋼系の欄

○注10) ○注7) 注10)→注7) 2025年9月1日  

目視点検での変状種類表　 示

ひび割れ（0.3mm）以上

数値はひび割れ開口幅（mm）

段差

矢印側突出、数値は段差（mm）

うき、はく離

（ハンマー打診異常個所）

漏水（漏水量　リットル/分）

漏水・にじみ（濡れている部分）

溶脱物（遊離石灰など）

ひび割れ（0.3mm）未満

その他の変状

滞水、氷盤、沈砂

（○○厚さ　 cm）

はく落（はく落跡）

骨材の露出（豆板部）

コールドジョイント

圧ざ

施工目地

（滞水5）

（ 0. 5 ）

5. 0

2. 0

凡　　例

（表示方法）

清 音 濁 音

（推定できるひび割れの方向）

漏水防止工（導水工）

補修箇所（炭素繊維工等）

変状名

ひび割れ注入補修

補修箇所(その他）

補修箇所（FRPメッシュ）

補修箇所（内面補強工）

補修箇所（鉄板）

変状・移動・沈下

鋼材腐食

補修箇所の分類表　 示

ひび割れ深度方向の表示例
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注1）外力による変状：ひび割れや圧ざの場合は変状
の寸法を記録する。
例）ひび割れ：長さ（L）×最大ひび割れ幅（t）を記録す
る。
変形，移動，沈下：数値的な記載が可能な場合のみ
記載する。
注2）材質劣化による変状：材質劣化による変状を包
括する面積を記録する。
例）うき・はく離（閉合ひび割れ）：変状範囲を包括する
寸法（L×W）
うき・はく離（ひび割れ沿い）：打音異常箇所を包括す
る寸法（L×W）
ひび割れ：長さ（L）×最大W（100㎝）（t）を面積として
記録する。
※ひび割れについては，定量（W=100cm）として計上
する。ただし，密集したひび
割れの場合は，密集した範囲を面積として記載する。
鋼材腐食（鉄筋腐食）：一括した対策が適当と考えら
れる範囲を包括する寸法（L×W）
注3）漏水による変状：漏水発生範囲を包括し，垂れ
下がりの可能性がある側壁下端まで含め
た寸法を，L×W で記録する。打継ぎ目地沿いの漏水
については目地をまたいだ50cm幅
を横幅とする。

図-8.2.3　変状の発生範囲の規模の計上方法の考え
方（文献2）を加筆修正）

注1）外力による変状：ひび割れや圧ざの場合は変状
の寸法を記録する。
例）ひび割れ：長さ（L）×最大ひび割れ幅（t）を記録す
る。
変形，移動，沈下：数値的な記載が可能な場合のみ
記載する。
注2）材質劣化による変状：材質劣化による変状を包
括する面積を記録する。
例）うき・はく離（閉合ひび割れ）：変状範囲を包括する
寸法（L×W）
うき・はく離（ひび割れ沿い）：打音異常箇所を包括す
る寸法（L×W）
ひび割れ：長さ（L）×幅 * (W=0.1m：一律）を面積とし
て記録する。
*ここでいう幅は実測幅ではなく便宜上一律に0.1mと
する
※ただし，密集したひび割れの場合は，密集した範囲
を面積として記載する。
鋼材腐食（鉄筋腐食）：一括した対策が適当と考えら
れる範囲を包括する寸法（L×W）
注3）漏水による変状：漏水発生範囲を包括し，垂れ
下がりの可能性がある側壁下端まで含め
た寸法を，L×W で記録する。打継ぎ目地沿いの漏水
については目地をまたいだ50cm幅
を横幅とする。

図-8.2.3　変状の発生範囲の規模の計上方法の考え
方（文献2）を加筆修正）

10 正誤表 10 397 図-8.2.3
修正箇所を赤字で示
す。

2025年9月1日  




